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第２回沢登り講習第２回沢登り講習第２回沢登り講習第２回沢登り講習～洗谷～洗谷～洗谷～洗谷（パーティ２（パーティ２（パーティ２（パーティ２）～）～）～）～

【報　告　者】楢崎

【日　　　時】１９年６月２４日　9:00 ~1４:00　　【天　候】曇りのち雨

【参　加　者】平会長、金崎、海崎、一木、上野、福田、田中政、田中美、楢崎
≪　報≪　報≪　報≪　報                告　≫告　≫告　≫告　≫今回、沢登り講習第 2 回目を迎えました。当日は曇り空の中、千早駅で塩崎さんの車に便乗し田中美さんとロープワークの復習をしながら、1時間余りで水無し鍾乳洞近辺へと辿りつきました。どうやら 1 番乗りの様で車の中で着替えをすませ皆が来るのを待っていました。沢登の装備はヘルメットやハーネスがあり探検隊員になったようで気分は高揚気味。ウキウキワクワクします。ぼちぼちと皆が集まり、ミーティング後、３つのパーティに分かれて行動開始。山道を３０分程歩いた後、沢靴に履き替えてスタート。美しい滝を目の前にゴルジュと呼ぶことを一木さんに教わりました。１つめのゴルジュは難無くクリア。一木さん海崎さんのスタコラサッサとスラブを駆け抜けてゆく姿を見ながら後をついてゆきます。彼らの様な素早い身のこなしが私もできたらいいのにな～。第２段目に遭遇したゴルジュは私にとっては難関！つま先をのせて上がろうにも足場は滑る、手のつかみが取れないの繰り返し。横にスライドしても落ちてなんとか引張り挙げてもらいトップへ。劣等感に包まれながら自分の体の重さに申し訳ない気持ちです。途中慣れてくるとクライミングが楽しくなってきてス～イスイと上っているはずですが、私にはまだまだ修行が足らん・・・。クライミングの技術を向上させること。それが今後の私の課題です。（まだ他にもたくさんあるが・・・）そんな中、平会長は本当に神出鬼没。スラブでもがいてやっと登り上げた私の頭上には、平会長が涼しげに仁王立ちをしている。やっぱり会長には敵いません。恐るべし平会長！計７つのゴルジュを突破して沢を終え、林道へ出るまで急な斜面を登る。その途中で疲労困憊。休憩をリクエストして、福田君お勧めのアミノサプリを急いで飲む。ふ～ふ～言って、呼吸を整えながら体を充電させ出発。１歩１歩がとても大事に思えてきます。ようやく林道に出ると、先輩である金崎さんと手を合わせバンザ～イ！と達成の喜びを噛み締めました。沢登りは体力を使いますが、なかなかやみつきになりそうです。


